
 
 
 
 
 
 

～男山団地中央センターに１１月１６日（土）オープン！～ 

「だんだんテラス オープニング大作戦」を開催 
日 時：１１月１６日（土）１０：００～２１：００ 

場 所：京都府八幡市・男山団地中央センター内 

 
関西大学 先端科学技術推進機構地域再生センター「集合住宅“団地”の再編（再生・更新）手

法に関する技術開発研究」プロジェクト（略称：ＫＳＤＰ団地再編プロジェクト、研究代表者：   

江川直樹 環境都市工学部教授）は、１１月１６日（土）１０時から京都府八幡市・男山団地中央

センターにて「だんだんテラス オープニング大作戦」を下記のとおり開催します。 

関西大学と、男山団地がある京都府八幡市ならびに男山団地の所有・管理者であるＵＲ都市機構

の三者は、本年１０月２５日に「住みたい、住みつづけたい、男山」を目指し、相互に連携・協力

するために「男山地域まちづくり連携協定」を締結しました。 

「だんだんテラス」は、ＫＳＤＰ団地再編プロジェクトが男山地域・男山団地のまちづくりに取

り組むために、本学の学生が運営し、３６５日オープンするコミュニティ活動拠点です。近隣住民

がいつでも自由に集い、いろいろな方々との意見交換やイベントの実施、その他さまざまな取り組

みを行うことを目的としています。 

オープン当日は、学生がデザインした売り場での市内農家の野菜販売や、男山地域の過去や現在

の写真を展示する写真展、子どもを対象としたワークショップなど、お年寄りから子どもまで楽し

める、地域と連携したオープニングイベントを実施します。 
 

記 
１ 日  時  １１月１６日（土）１０：００～２１：００ 
２ 場  所  京都府八幡市・男山団地中央センター内「だんだんテラス」 

（京阪電鉄「八幡市」駅または「樟葉」駅から、 
京阪バス「中央センター前」停留所（所要時間１０分）下車すぐ） 

３ 対  象  地域住民をはじめ、どなたでも可 
４ 事前申込  不 要（入退場自由） 
５ 参 加 費  無 料 
６ 内  容  「だんだん市場」、「なつかし男山写真展」、「だんだんワークショップ with キッ

ズ」など、お年寄りから子どもまで楽しめる地域交流イベント 
        ※詳細は別紙参照 

以 上  

※ぜひ取材についてご検討の程よろしくお願いいたします。 
取材いただける場合は、お手数ですが別添ＦＡＸ返信用紙にて事前にお知らせください。 
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■ 「だんだんテラス オープニング大作戦」 開催概要 

 １ 日  時  １１月１６日（土）１０：００～２１：００ 

２ 場  所  京都府八幡市・男山団地中央センター内「だんだんテラス」 

（京阪電鉄「八幡市」駅または「樟葉」駅から、京阪バス「中央センター前」 
停留所（所要時間１０分）下車すぐ） 

３ 対  象  地域住民をはじめ、どなたでも可 

４ 事前申込  不 要（入退場自由） 

５ 参 加 費  無 料 

６ 内  容 

■だんだん市場（１０：００～） 

 学生がデザインした売り場で、市内農家の野菜を販売します。 

 

■なつかし男山写真展（１０：００～） 

 男山団地の思い出の写真や過去・現在の写真を、参加者が持ち寄り写真展を行います。 

 

■だんだん○○会議（１３：００～） 

 これまで行ってきただんだんカフェやＤＩＹなどの活動報告を行います。 

そして、今後だんだんテラスで行っていきたいことを話し合います。 

 

■灯ろうづくりワークショップ（１４：００～１５：００） 

 参加者が持参した空き瓶に、絵を描いたり、切り絵を行ってオリジナルの灯ろうを作成

します。 

 

■だんだんワークショップ withキッズ（１５：００～１６：００） 

 子どもたちを対象として、団地内にある遊び場を探検します。 

 

■だんだんバル（１７：００～） 

 テラス内にバーカウンターを設置し、参加者で食べ物、飲み物を持ち寄って楽しみます。 

 

■だんだんキャンドルナイト（１８：００～２１：００） 

 「灯ろうづくりワークショップ」で作成した灯ろうに火を灯します。 

 

以 上 

 

【ＫＳＤＰ団地再編プロジェクト 概要】 

文部科学省平成２３年度私立大学戦略的研究基盤形成支援事業に採択された取り

組みで、多くの問題を抱えた大規模公的賃貸集合住宅団地を、住宅等のストックの

活用を図りつつ、住民が守り育て自立的に更新していけるような“まち”に再編す

ることを目指しています。また、適切な公・民の事業に適用できる技術を開発し、

実践に活かすことを目的として、空間、制度、暮らしの多面的な視点から、団地そ

のものの再編を検討しています。 


